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仙
台
城
絵
図

　

東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
は
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）

四
月
一
六
日
に
、『
東
北
大
学
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
新
発
見
！
「
仙

台
城
二
の
丸
と
川
内
武
家
屋
敷
地
―
東
北
大
学
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
の

歴
史
遺
産
―
」
を
発
行
』
と
の
タ
イ
ト
ル
で
、
東
北
大
学
埋
蔵
文
化

財
調
査
室
等
と
の
共
同
研
究
の
成
果
を
次
の
通
り
記
者
発
表
し
ま
し
た
。

　

共
同
研
究
「
仙
台
城
の
利
用
実
態
に
関
す
る
復
元
的
研
究
―
近
世

東
北
地
方
の
城
郭
比
較
分
析
―
」
の
成
果
印
刷
物
と
し
て
、「
仙
台

城
二
の
丸
と
川
内
武
家
屋
敷
地
―
東
北
大
学
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴

史
遺
産
―
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
仙
台
城
と
い
え
ば
、
本
丸
が
注
目

さ
れ
、
そ
の
総
合
的
な
調
査
成
果
は
、『
史
跡
仙
台
城
跡
保
存
計
画
』（
仙

台
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
九
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
共
同
研
究
で
は
、
仙
台
城
の
な
か
で
も
二
の
丸
（
東
北
大
学
川
内

南
キ
ャ
ン
パ
ス
）
と
川
内
武
家
屋
敷
地
（
同
北
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
対

象
と
し
て
お
り
ま
す
。
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
東
北
大
学
埋
蔵
文

化
財
調
査
室
の
発
掘
調
査
の
蓄
積
に
文
献
史
学
側
の
歴
史
資
料
調
査

の
成
果
を
ふ
ま
え
、
武
家
屋
敷
の
住
環
境
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
た
『
仙
台
城
絵
図
』
（
市
立
米

沢
図
書
館
所
蔵
、
岩
瀬
家
文
書
）
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

仙
台
城
の
研
究
を
進
め
る
上
で
そ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

仙
台
城
茶
室
「
残
月
亭
」
と
武
家
茶
道
の
茶
室
考

出
づ
る
よ
り 

入
る
山
の
端
は 
い
づ
く
ぞ
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
に
問
は
ま
し
武
蔵
野
の
原

（
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
御
詠
）

残
月
亭
、
仙
臺
緑
彩
館
も
り
の
庭
園
へ
移
転
決
定

　

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
十
二
月
十
四
日
付
け
河
北
新
報
記
事
に

よ
れ
ば
、
仙
台
市
が
片
倉
小
十
郎
屋
敷
跡
に
整
備
中
の
青
葉
山
公
園

セ
ン
タ
ー
の
名
称
が
「
仙
臺
緑
彩
館
」
に
決
ま
り
、
「
全
国
都
市
緑

化
フ
ェ
ア
」
開
幕
に
合
わ
せ
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
四
月
二
十
六

日
に
開
館
、
仙
台
藩
ゆ
か
り
の
茶
室
「
残
月
亭
」
（
旧
姉
歯
家
茶
室
）

を
緑
彩
館
南
側
の
「
も
り
の
庭
園
」
に
移
転
す
る
方
針
で
工
事
を
進

め
る
、
と
の
こ
と
で
す
。
昨
年
の
関
三
十
一
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、

多
く
の
茶
人
や
市
民
、
国
民
に
愛
さ
れ
る
茶
室
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派

御
　
供
　
真
　
人
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こ
の
成
果
で
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
以
下
、
「
東
北
大
パ
ン
フ
」

と
記
す
。
）
を
活
用
し
、
仙
台
城
茶
室
残
月
亭
に
つ
い
て
武
家
茶
道

の
茶
室
の
役
割
を
考
察
し
ま
す
。

武
家
茶
道
の
茶
室
考

　

筆
者
は
、
武
家
茶
道
で
あ
る
石
州
流
清
水
派
の
茶
室
仙
台
城
残
月

亭
に
は
、
軍
用
の
三
つ
の
役
割
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
「
物
見
」
と
し
て
の
役
割
で
す
。

　

七
代
伊
達
重
村
公
（
徹
山
公
・
一
七
四
二
～
一
七
九
六
）
時
代
の

安
永
年
間
（
一
七
七
〇
年
代
）
の
作
と
み
ら
れ
る
『
残
月
台
本
荒
萩

巻
之
二
』
に
、
残
月
亭
に
つ
い
て
は
、
「
私
伝
曰
。
寂
光
寺
は
本
御

本
丸
に
立
居
た
り
。
今
残
月
亭
の
辺
也
。
こ
の
残
月
亭
は
御
本
丸
、

御
二
丸
間
に
て
御
二
ノ
丸
御
座
の
間
向
北
（
マ
マ
）
高
き
所
に
在
り
。

御
物
見
亭
な
り
。
又
は
御
軍
用
の
節
物
見
に
も
な
れ
り
。
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
、
東
北
大
学
植
物
園
の
『
残
月
亭
跡
』
案
内
板
に
は
「
御

物
見
亭
と
も
呼
ば
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
戦
の
時
の
物

見
と
し
て
高
台
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

茶
室
よ
り
敵
の
軍
勢
を
眺
め
、
茶
で
心
を
静
め
な
が
ら
戦
略
を
め
ぐ

ら
す
姿
が
想
像
で
き
ま
す
（
図
１
）
。

　

二
つ
目
は
、
「
水
の
手
」
と
し
て
の
役
割
で
す
。
古
来
籠
城
戦
で

最
も
重
要
な
も
の
が
水
の
確
保
で
す
。
茶
室
は
水
質
の
良
い
水
源
近

く
に
設
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
庭
園
に
池
を
配
す
る
な
ど
、
水
の
手
近

く
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
城
中
の
水
の
管
理
拠
点
と
し
て
の
役
割
も

担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
残
月
亭
関
連
の
「
水
上
ノ
茶
亭
」「
水

上
御
茶
屋
」
と
い
う
「
水
上
」
と
い
う
言
葉
も
御
裏
林
の
水
上
（
み

な
か
み
）
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
広
大
な

池
泉
を
備
え
る
廻
遊
式
大
名
庭
園
は
、
景
色
の
美
し
さ
や
平
時
の
も

て
な
し
、
外
交
だ
け
で
な
く
、
非
常
時
の
飲
み
水
や
消
火
用
水
な
ど
、

戦
に
備
え
た
施
設
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
仙
台

図1　残月亭跡説明板
（東北大学植物園）
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設
置
）
」
は
「
二
ノ
丸
御
城
居
（
二
の
丸
御
殿
）
」
か
ら
御
裏
林
に
上
っ

た
高
台
に
一
軒
家
と
し
て
記
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
更
に
「
雰
ハ
キ
御
殿

（
郷
六
御
殿
カ
）
」
へ
と
道
が
続
い
て
お
り
ま
す
（
図
２
）
。

　

郷
六
御
殿
は
、
現
在
の
東
北
自
動
車
道
仙
台
宮
城
Ｉ
Ｃ
付
近
に
あ

る
広
瀬
川
北
堰
の
す
ぐ
上
流
右
岸
、
現
在
の
コ
カ
・
コ
ー
ラ
近
辺
に

「
郷
六
御
殿
跡
」
の
史
跡
標
柱
（
仙
台
市
青
葉
区
郷
六
字
屋
敷
）
が

立
て
ら
れ
て
お
り
、
四
代
藩
主
伊
達
綱
村
公
が
、
藩
士
上
野
市
郎
兵

衛
ら
に
命
じ
て
別
荘
と
し
て
造
営
し
た
旨
、
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
近
隣
に
は
、
地
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
国
分
氏
の
家
臣
郷
六
氏

の
居
城
跡
「
郷
六
城
跡
」
の
史
跡
標
柱
（
仙
台
市
青
葉
区
郷
六
字
庄
子
）

が
あ
り
、
伊
達
家
以
前
よ
り
要
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

城
に
は
庭
園
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
御
裏
林
か
ら
の
水
を
貯
め
る
中
嶋

池
が
あ
り
、
仙
台
藩
で
石
州
流
清
水
派
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
気
仙
沼
の
煙
雲
館
庭
園
（
鮎
貝
氏
、
伝
二
世
清
水
動
閑
作
）
、

岩
出
山
の
有
備
館
庭
園
（
岩
出
山
伊
達
氏
、
三
世
清
水
道
竿
作
）
、

佐
沼
の
亘
理
氏
庭
園
（
伝
三
世
清
水
道
竿
作
）
も
池
泉
を
備
え
て
い

ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
「
退
き
口
」
と
し
て
の
役
割
で
す
。
す
な
わ
ち
落
城

時
の
脱
け
道
な
ど
非
常
時
の
避
難
口
と
し
て
、
間
道
の
起
点
に
建
て

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

仙
台
城
絵
図
の
「
残
月
亭
」

　

『
仙
台
城
絵
図
』
（
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
・
岩
瀬
家
文
書

六
九
六
）
は
、
米
沢
藩
士
で
江
戸
時
代
初
期
か
ら
代
々
米
沢
藩
の
御

用
絵
師
を
務
め
た
岩
瀬
家
に
伝
来
し
た
絵
図
で
、
東
は
大
橋
、
西
は

青
葉
山
、
南
は
龍
ノ
口
沢
、
北
は
亀
岡
八
幡
宮
の
範
囲
を
俯
瞰
的
に

描
い
て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
は
、
本
丸
・
二
の
丸
な
ど
城
関
連
施
設

の
ほ
か
、
登
米
（
と
よ
ま
）
伊
達
家
、
水
沢
伊
達
家
、
片
倉
家
な
ど

の
武
家
屋
敷
を
描
い
た
点
で
す
。
こ
の
居
住
者
名
か
ら
十
八
世
紀
後

半
の
内
容
を
描
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
北
大
パ
ン
フ

の
『
仙
台
城
絵
図
』
で
「
残
月
亭
（
茶
室
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）

図2　『仙台城絵図』より⑱「残月亭」と
⑮「雰ハキ御殿」（郷六御殿カ）

（東北大パンフ）
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「
青
葉
城
か
ら
古
道
「
羽
州
最
上
街
道
」
が
郷
六
ま
で
抜
け
て
い
て
、

こ
の
道
は
、
虎
ノ
門
よ
り
残
月
亭
の
前
を
通
り
、
最
上
台
（
東
北
大

学
植
物
園
内
）
へ
と
至
り
、
そ
こ
か
ら
青
葉
山
の
大
深
沢
を
尾
根
づ

た
い
に
西
へ
越
え
て
現
在
の
東
北
大
原
子
核
研
究
所
あ
た
り
か
ら
、

さ
ら
に
西
進
し
て
青
葉
山
ゴ
ル
フ
場
入
口
付
近
か
ら
北
西
の
尾
根
づ

た
い
に
行
き
郷
六
妻
の
窪
（
筆
者
注:

仙
台
市
青
葉
区
郷
六
字
久
保

カ
）
に
出
た
の
で
あ
る
。
妻
の
窪
の
旧
安
達
家
の
付
近
に
は
道
祖
神

が
あ
り
、
古
街
道
の
要
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
距
離
は
四
㎞
で
あ
り
一

里
で
も
あ
る
の
で
、
人
の
足
で
小
一
時
間
の
道
程
で
あ
っ
た
。
」

　

そ
し
て
郷
六
屋
敷
か
ら
北
上
す
る
と
、
ま
ず
落
合
、
続
い
て
綱
木

と
い
う
地
名
が
あ
り
、
青
葉
城
か
ら
落
ち
合
い
、
駒
つ
な
ぎ
（
綱
木
）

に
つ
な
い
だ
馬
に
乗
る
、
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
ま
す
。

「
郷
六
よ
り
、
さ
ら
に
一
時
間
の
歩
行
で
権
現
森
下
の
綱
木
へ
行
き
」

「
綱
木
に
は
、
古
く
朽
ち
果
て
た
神
社
ら
し
き
も
の
が
あ
り
、
調
べ

て
み
た
ら
馬
頭
観
音
で
あ
っ
た
。
」
「
こ
の
綱
木
か
ら
は
北
は
塩
野
沢

を
経
て
、
泉
ヶ
岳
方
面
（
根
白
石
方
面
）
へ
、
西
は
白
坂
、
あ
る
い

は
赤
坂
を
へ
て
、
定
義
へ
と
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
「
ま
ず
綱
木

か
ら
根
白
石
の
大
満
寺
へ
と
右
廻
り
に
至
る
。
」
「
そ
こ
か
ら
山
を
一

つ
越
す
と
、
泉
ヶ
岳
の
裏
の
「
七
つ
森
」
に
至
る
の
だ
が
、
そ
こ
に

は
「
宮
床
」
が
あ
り
」
「
大
満
寺
か
ら
宮
床
伊
達
家
ま
で
十
二
㎞
の

仙
台
城
茶
室
「
残
月
亭
」
か
ら
宮
床
へ
の
道

　

仙
台
城
茶
室
残
月
亭
か
ら
青
葉
山
の
御
裏
林
を
抜
け
郷
六
屋
敷
に

至
る
間
道
が
あ
る
こ
と
は
、
宮
床
（
み
や
と
こ
）
伊
達
家
の
伝
承
に

も
あ
り
ま
す
。
宮
床
伊
達
家
は
仙
台
藩
五
代
藩
主
吉
村
（
獅
山
）
公

を
出
し
た
家
で
す
。
吉
村
公
は
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
八
月
に

立
石
上
之
茶
亭
を
落
成
し
数
寄
屋
残
月
亭
の
額
を
掲
げ
て
残
月
亭
と

号
し
、
続
い
て
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
孟
夏
に
扁
額
を
模
刻
し
、

立
石
上
之
茶
亭
に
懸
け
替
え
た
、
正
に
仙
台
城
茶
室
残
月
亭
の
創
建

者
と
い
え
る
存
在
で
す
。

　

宮
床
伊
達
家
の
居
城
、
田
手
岡
館
跡
に
建
て
ら
れ
た
大
和
町
歴
史

博
物
館
「
宮
床
宝
蔵
」
の
展
示
に
よ
る
と
、「
宮
床
に
伊
達
家
の
近

親
が
置
か
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。」「
い
よ
い
よ
青
葉
城
（
筆
者
注:

仙

台
城
の
雅
称
）
落
城
と
な
っ
た
と
き
、
伊
達
本
家
を
宮
床
に
迎
え

入
れ
る
た
め
だ
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
の
考
え
は
宮
床
伊
達
家
に
も

代
々
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
注
目
さ
れ
ま
す
。
青
葉
城
か
ら
裏
口
を
出

て
竜
の
口
（
立
ち
退
き
口
）
を
抜
け
る
と
、
郷
六
に
出
ま
す
。
こ
こ

に
は
か
つ
て
小
さ
い
お
城
の
よ
う
な
郷
六
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
根
白
石
を
経
て
宮
床
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。」
と

あ
り
、
青
葉
城
か
ら
宮
床
ま
で
約
二
十
七
㎞
の
道
程
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
築
家
首
藤
尚
丈
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
ま
す
。
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出
た
こ
と
、
日
常
の
健
脚
が
常
在
戦
場
を
心
掛
け
た
武
人
の
鍛
錬
で

あ
り
、「
書
ヲ
讀
ム
ハ
可
也
。
然
レ
ド
モ
足
迹
天
下
ニ
遍
キ
者
ニ
シ
テ
、

然
ル
後
ニ
書
ヲ
讀
マ
バ
、
亦
以
テ
用
ヲ
爲
ス
ニ
足
ラ
ン
」
と
の
言
葉
ど

お
り
、
天
下
遍
歴
の
旅
が
実
学
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

子
平
先
生
が
地
理
を
知
り
、
仙
台
城
の
御
裏
林
か
ら
間
道
を
抜
け

て
旅
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
が
江
戸
時
代
の
仙
台
藩
で
知
ら
れ
て
い

た
事
実
は
、
仙
台
城
茶
室
残
月
亭
が
そ
の
間
道
の
起
点
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
証
左
で
あ
る
、
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
林
子
平
先
生
の
姉
は
仙
台
藩
六
代
藩
主
伊
達
宗
村
（
忠
山
）

公
の
側
室
円
智
院
（
お
き
よ
の
方
）
で
あ
り
、
そ
の
間
に
生
ま
れ
た

方
子
（
よ
り
こ
）
・
〓
姫
（
せ
い
ひ
め
）
は
松
江
藩
の
松
平
出
羽
守

治
郷
（
不
昧
）
公
の
正
室
と
し
て
嫁
し
て
お
り
ま
す
。
仙
台
と
松
江

の
石
州
流
茶
道
を
、
林
子
平
先
生
の
姪
で
あ
る
方
子
・
〓
姫
が
つ

な
い
で
い
る
こ
と
に
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。

　

な
お
、
筆
者
は
宮
城
県
仙
台
第
一
高
等
学
校
在
学
中
に
、
学
校

敷
地
の
南
隣
が
子
平
先
生
の
兄
林
嘉
善
の
屋
敷
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
子
平
先
生
は
こ
の
地
か
ら
全
国
に
旅
を
し
、
ま
た
『
海

国
兵
談
』
を
著
し
、
そ
れ
に
よ
り
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
幕
府
よ

り
同
書
の
版
木
没
収
の
う
え
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
、「
親
も
な
し
妻
な

し
子
な
し
は
ん
木
（
版
木
）
な
し
か
ね
（
金
）
も
な
け
れ
ば
死
に
た

道
程
で
走
馬
す
れ
ば
三
〇
分
で
あ
る
。
」
実
際
、
郷
六
か
ら
落
合
に

出
て
、
国
道
四
五
七
号
線
を
宮
床
ま
で
北
上
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
地

名
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

林
子
平
先
生
の
健
脚
と
石
州
流
茶
道

　

筆
者
の
尊
敬
す
る
仙
台
の
先
哲
林
子
平
（
六
無
斎
・
一
七
三
八
～

九
三
）
先
生
は
生
前
よ
り
健
脚
で
知
ら
れ
て
お
り
、『
六
無
齋
逸
話
集
』

に
は
「
子
平
大
急
用
江
戸
へ
罷
登
り
と
申
す
節
は
、
仙
台
城
御
裏
林

と
申
す
所
よ
り
山
道
を
参
候
由
、
多
分
道
中
江
戸
迄
三
日
位
に
て

九
十
余
里
の
所
罷
登
り
…
」
と
記
さ
れ
、
地
理
を
知
る
こ
と
と
健
脚

で
江
戸
ま
で
三
日
で
急
行
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
伝
説
の

類
と
し
て
も
、安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
の
『
林
子
平
先
生
旅
行
日
記
』

に
は
「
四
月
廿
四
日
仙
台
発
足
、
白
石
一
泊
、
二
十
五
日
一
丁
の
目
町

武
蔵
屋
長
三
方
一
泊
、
二
十
八
日
白
沢
町
水
戸
屋
一
泊
、
二
十
九
日
中

田
町
藤
屋
一
泊
、
晦
日
（
筆
者
注:

三
十
日
）
江
戸
小
石
川
小
日
向

町
手
塚
市
郎
右
衛
門
着
」
と
あ
り
、
仙
台
江
戸
間
を
七
日
間
で
歩
い

て
い
ま
す
。
仙
台
か
ら
江
戸
小
石
川
ま
で
は
約
三
四
〇
㎞
ほ
ど
で
す

の
で
、
一
日
約
四
十
八
㎞
の
計
算
と
な
り
、
い
か
に
健
脚
で
あ
っ
た
か

が
わ
か
り
ま
す
。
子
平
先
生
は
松
前
か
ら
長
崎
ま
で
全
国
を
遊
歴
し
、

軽
装
で
思
い
立
っ
た
ら
身
軽
に
特
別
な
用
意
な
く
平
常
の
姿
で
旅
に
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現
代
の
健
脚　

秋
月
謙
一
氏

　

余
談
で
す
が
、
現
代
の
健
脚
と
し
て
、
筆
者
の
友
人
で
あ
り
早
稲

田
大
学
能
楽
連
盟
の
後
輩
で
あ
る
秋
月
謙
一
氏
を
紹
介
し
ま
す
。
常

に
着
物
姿
で
、
携
帯
電
話
を
持
た
ず
（
固
定
電
話
も
使
わ
ず
）
毛
筆

の
手
紙
が
連
絡
手
段
、
歩
く
こ
と
こ
そ
日
本
の
心
を
養
う
と
唱
え
、

自
動
車
や
バ
ス
、
鉄
道
、
飛
行
機
は
用
い
ず
歩
い
て
全
国
を
旅
し
、

観
世
流
の
謡
曲
仕
舞
と
ピ
ア
ノ
を
嗜
み
、
聖
書
と
古
事
記
、
神
の
義

と
日
本
精
神
の
研
究
に
取
り
組
む
大
丈
夫
で
す
。

　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
九
月
十
七
日
に
神
奈
川
県
厚
木
の

自
宅
を
出
発
、
十
月
四
日
に
仙
台
の
筆
者
を
着
物
姿
で
歩
い
て
訪
ね

て
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、
仙
台
か
ら
京
都
へ
上
洛
。
し
ば
ら
く
京
都

に
住
ま
い
京
都
大
学
図
書
館
で
学
問
に
励
ん
だ
後
、
九
州
鹿
児
島
ま

で
歩
き
、
熊
本
県
水
俣
市
に
約
一
年
十
か
月
滞
在
、
平
成
二
十
六
年

（
二
〇
一
四
）
厚
木
に
帰
り
ま
し
た
（
図
４
、
５
）
。

　

東
日
本
大
震
災
後
の
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
四
月
に
も
、
実

際
に
被
災
地
を
歩
き
、
見
聞
き
す
る
た
め
、
厚
木
か
ら
水
戸
、
福
島

を
経
て
再
び
仙
台
ま
で
歩
い
て
訪
れ
、
筆
者
と
共
に
南
三
陸
町
で
復

興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
汗
を
流
し
た
後
、
岩
手
、
青
森
、
秋
田
、
山
形
、

福
島
会
津
地
方
を
経
て
、
厚
木
に
帰
宅
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
畑
仕
事
と
研
究
の
晴
耕
雨
読
暮
ら
し
の
傍
ら
、
自
宅
で
青

く
も
な
し
」
と
詠
じ
て
「
六
無
齋
」
と
号
し
、
二
年
後
の
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）
五
十
六
歳
で
病
没
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
傍
ら
で
自
身
が

学
ん
で
い
る
こ
と
に
、
大
い
に
感
動
し
た
も
の
で
し
た
。
平
成
三
十

年
（
二
〇
一
八
）
仙
台
市
教
育
委
員
会
に
よ
り
「
林
子
平
ゆ
か
り
の
地
」

の
説
明
版
（
図
３
）
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

図３．『林子平ゆかりの地』説明版より林子平肖像と林嘉善宅
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少
年
や
在
所
の
荻
野
村
の
た
め
寺
子
屋
を
開
い
て
い
ま
す
。

松
尾
芭
蕉
が
入
っ
た
茶
室

　

そ
の
秋
月
氏
よ
り
、
松
尾
芭
蕉
の
奥
の
細
道
を
読
む
会
を
計
画
し

て
お
り
、
芭
蕉
に
同
行
し
た
曾
良
の
日
記
も
読
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、

仙
台
滞
在
中
の
箇
所
に
茶
室
の
記
述
が
あ
る
と
教
示
い
た
だ
き
、
確

認
す
る
と
確
か
に
「
一
六
日
天
気
能
。
亀
が
岡
八
幡
へ
詣
。
城
の
追

手
ヨ
リ
入
。
俄
ニ
雨
降
ル
。
茶
室
ヘ
入
。
止
テ
帰
ル
。
」と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
五
月
六
日
の
記
述
で
す
が
、
仙
台

城
内
に
あ
る
亀
岡
八
幡
神
社
で
、
に
わ
か
雨
に
あ
っ
て
入
っ
た
の
は
、

ど
こ
の
茶
室
な
の
で
し
ょ
う
か
。

図4　水俣出発記事　
　　 熊本日日新聞　2014.4.28

図5　厚木到着記事　
　　 朝日新聞　2014.10.5

図4

図5
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こ
の
時
、
仙
台
藩
主
は
四
代
伊
達
綱
村
（
肯
山
）
公
で
仙
台
藩
茶

道
頭
は
二
世
清
水
動
閑
で
す
。
『
肯
山
公
治
家
記
録
』
に
よ
れ
ば
そ

の
二
年
後
の
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
三
月
二
十
六
日
条
に
「
数
寄

屋
造
畢
ノ
賀
儀
」
と
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
数
寄
屋
を
改
築
し
た
と
の

記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
代
の
仙
台
城
の
茶
室
は
二
代
藩
主

忠
宗
（
義
山
）
公
の
造
営
し
た
二
の
丸
西
南
に
あ
る
数
寄
屋
群
で
す
。

藩
外
か
ら
の
旅
人
が
に
わ
か
雨
だ
か
ら
と
、
こ
の
数
寄
屋
や
、
城
内

の
武
家
屋
敷
の
茶
室
に
入
る
こ
と
が
出
来
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
亀
岡
八
幡
神
社
に
も
茶
室
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
社
の
隣
に
あ
る

八
幡
別
当
千
手
院
（
神
社
の
別
当
寺
院
・
現
川
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
付
近
）
に
は
茶
室
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
参
詣

客
に
雨
宿
り
を
乞
わ
れ
茶
室
に
入
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
城
下

よ
り
亀
岡
八
幡
へ
の
参
詣
は
大
工
橋
（
現
中
ノ
瀬
橋
）
を
通
る
方
が

近
く
ま
た
身
分
的
に
も
適
当
な
と
こ
ろ
、
追
手
す
な
わ
ち
大
橋
か
ら

大
手
門
へ
通
る
城
の
大
手
口
か
ら
入
る
こ
と
も
不
審
で
す
（
図
６
）
。

　

松
尾
芭
蕉
は
忍
者
で
有
名
な
伊
賀
の
出
身
で
、
奥
の
細
道
に
旅
に

出
た
目
的
を
「
松
嶋
の
月
先
心
に
か
ゝ
り
て
」
と
書
い
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
仙
台
に
は
五
月
四
日
か
ら
八
日
の
四
泊
五
日
滞
在
し

乍
ら
、
肝
心
の
松
島
に
は
九
日
か
ら
十
日
の
一
泊
し
か
し
て
お
ら
ず
、

俳
句
の
ひ
と
つ
も
詠
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
月
と
は
仙
台
伊
達

図６．
『仙台城絵図』（東北大パンフ）
㊸「亀岡八幡」（亀岡八幡神社） 
　図の右上
㊴「八幡別当千手院」
　亀岡八幡の鳥居の左上　
㊲「大工橋」 図の右下
⑲二の丸 図の左上
㉒大手門 図の左中
㉚「大橋」図の左下
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る
曾
良
は
幕
府
の
御
用
で
調
査
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
曾
良

自
身
が
日
記
に
に
わ
か
雨
を
理
由
に
川
内
（
仙
台
城
内
）
の
ど
こ
か

に
あ
る
茶
室
に
入
っ
た
と
記
録
し
て
い
る
こ
と
は
、
事
実
で
す
。

仙
台
城
絵
図
の
二
ノ
丸
御
城
居
（
二
の
丸
御
殿
）
中
奥

　

二
ノ
丸
御
城
居
に
つ
い
て
、
東
北
大
パ
ン
フ
で
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
ま
す
。

　

仙
台
城
二
の
丸
は
、
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
に
二
代
藩
主
伊

達
忠
宗
に
よ
り
造
営
さ
れ
た
。
政
宗
の
時
代
に
は
本
丸
に
あ
っ
た
政

治
の
中
心
と
し
て
の
「
表
」
と
藩
主
と
そ
の
家
族
の
生
活
空
間
で
あ

る
「
中
奥
」
に
二
の
丸
は
分
離
し
て
い
た
。
十
七
世
紀
末
、
四
代
藩

主
綱
村
の
時
に
二
の
丸
の
拡
張
工
事
が
行
わ
れ
、
特
に
「
中
奥
」
が

政
宗
の
長
女
五
郎
八
姫
が
住
ん
で
い
た
西
屋
敷
を
取
り
込
む
形
で
拡

張
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
落
雷
で
焼
失
し

た
が
元
通
り
再
建
さ
れ
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
焼
失
す
る

ま
で
二
の
丸
の
建
造
物
は
存
在
し
た
。
他
大
名
家
の
居
城
と
比
較
す

る
と
、
二
の
丸
「
中
奥
」
の
規
模
は
大
き
か
っ
た
（
「
仙
台
城
絵
図
」

の
「
御
奥
」
）
。
大
名
の
本
妻
は
江
戸
屋
敷
に
あ
っ
た
の
で
、
「
中
奥
」

で
は
藩
主
の
参
勤
交
代
に
伴
い
江
戸
か
ら
下
っ
た
側
妾
や
側
室
が
生

活
を
し
て
お
り
、
「
中
奥
」
で
誕
生
し
た
藩
主
の
子
ど
も
は
系
譜
上
、

家
の
こ
と
、
当
時
幕
府
か
ら
日
光
東
照
宮
修
繕
を
命
じ
ら
れ
た
仙
台

藩
が
、
そ
の
莫
大
な
費
用
に
不
満
を
持
ち
謀
反
を
起
こ
す
の
で
は
な

い
か
、
あ
る
い
は
取
り
潰
し
の
理
由
を
探
り
に
来
た
」
と
い
う
説
も

有
名
で
す
。

　

筆
者
は
学
生
時
代
、
下
宿
か
ら
大
学
へ
の
行
き
帰
り
の
急
坂
の
途

中
に
「
関
口
芭
蕉
庵
」
と
い
う
文
京
区
の
史
跡
公
園
が
あ
り
、
よ
く

立
ち
寄
っ
た
も
の
で
し
た
。
こ
こ
は
芭
蕉
が
仕
え
た
伊
賀
藤
堂
家
が

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
か
ら
神
田
上
水
の
改
修
工
事
を
行
な
い
、

そ
の
工
事
に
従
事
し
た
芭
蕉
が
住
ん
だ
工
事
現
場
や
水
番
屋
跡
で
、

後
に
芭
蕉
の
弟
子
た
ち
が
建
て
た
「
龍
隠
庵
」
を
伝
え
る
も
の
で
す

が
、
藤
堂
家
は
藩
祖
藤
堂
高
虎
以
来
、
築
城
や
土
木
水
利
技
術
に
長

け
て
お
り
、
そ
の
工
事
監
督
を
つ
と
め
た
芭
蕉
が
「
水
の
手
」
の
技

術
に
長
じ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
す
。
雨
宿
り
に
か
こ
つ
け
て

茶
室
に
入
り
「
水
の
手
」
を
探
っ
て
い
た
、
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
芭
蕉
隠
密
説
は
と
も
か
く
、
同
行
し
た
曾
良
（
岩
波
庄
右

衛
門
正
字
）は
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
幕
府
の
巡
見
使
御
用
人
（
随

員
）
と
し
て
九
州
を
ま
わ
り
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
対
馬
で
客
死

し
て
い
ま
す
。
巡
見
使
と
は
諸
藩
の
内
情
や
幕
命
の
実
施
状
況
を
調

査
す
る
た
め
に
、
幕
府
が
派
遣
す
る
役
人
で
あ
り
、
そ
の
随
員
で
あ



― 29 ―

五
〇
人
確
認
で
き
る
。
成
長
す
る
と
江
戸
に
移
り
、
大
名
家
の
養
子

に
な
る
か
嫁
ぐ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
涌
谷
伊
達
家
や
登
米
伊

達
家
と
い
っ
た
伊
達
家
一
門
の
養
子
に
な
る
か
嫁
ぐ
事
例
の
方
が
多

か
っ
た
。
藩
主
家
と
一
門
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
た
子
ど
も
た
ち
の

養
育
空
間
と
し
て
「
中
奥
」
は
重
要
な
機
能
を
有
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
（
清
水
翔
太
郎
）

仙
台
城
絵
図
の
登
米
伊
達
家

　

東
北
大
パ
ン
フ
の
『
仙
台
城
絵
図
』
に
は
、
二
の
丸
に
最
も
近
く
に
、

「
伊
達
式
部
」
の
名
と
、
登
米
伊
達
家
屋
敷
（
現
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

展
示
棟
）
が
、
有
名
な
赤
門
も
は
っ
き
り
と
、
描
か
れ
て
お
り
ま
す

（
図
７
）
。

　

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
登
米
伊
達
家
七
代
式
部
村
倫
は
病
気
と

な
り
、
仙
台
藩
五
代
藩
主
吉
村
公
の
子
供
を
家
督
に
も
ら
い
受
け
た

い
と
願
い
、
吉
村
公
は
仙
台
城
二
の
丸
中
奥
で
養
育
さ
れ
て
い
た
五

男
幸
五
郎
を
家
督
に
と
申
し
つ
け
ま
し
た
。
村
倫
は
同
年
七
月
二
五

日
、
二
十
八
歳
で
死
去
。
幸
五
郎
は
式
部
村
候
、
の
ち
に
式
部
村
勝

と
名
乗
り
、
登
米
伊
達
家
八
代
を
相
続
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
八
代
式
部
村
勝
は
登
米
に
は
一
度
も
下
向
せ
ず
、
宝
暦
二

年
（
一
七
五
二
）
に
一
関
藩
主
田
村
村
顕
の
養
嗣
子
と
な
り
、
二
の

図７．『仙台城絵図』（東北大パンフ）
㉕「御奥」（二の丸中奥）
⑲「二ノ丸御城居」（二の丸御殿）
㉒「二ノ丸御門」（大手門）
㉘「伊達式部」（登米伊達家屋敷）
　※現仙台国際センター展示場
㉙「伊達繁太郎」（水沢伊達家屋敷）
　※現仙台国際センター
㉔「片倉小十郎」（片倉家屋敷）
　※仙臺緑彩館（整備中）
㉚「大橋」（城と城下町をつなぐ橋）
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一
七
八
九
）は
清
野
治
太
夫
の
免
許
皆
伝
よ
り
三
十
年
の
後
で
あ
り
、

時
代
が
合
い
ま
せ
ん
。
天
明
頃
に
活
躍
し
た
の
は
武
兵
衛
の
後
継
者

武
右
衛
門
で
あ
り
、
二
代
に
わ
た
る
活
躍
が
武
兵
衛
ひ
と
り
の
も
の

と
し
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

登
米
へ
戻
っ
た
治
太
夫
は
、
現
在
も
枝
垂
れ
桜
で
有
名
な
舘
ノ
下

の
清
野
家
屋
敷
で
息
子
新
太
夫
に
伝
え
、
新
太
夫
は
同
じ
馬
上
通
の

身
分
で
前
船
橋
角
の
後
藤
源
八
郎
薫
虎
に
伝
授
し
ま
し
た
。
「
仙
台

大
内
武
兵
衛
、
登
米
清
野
新
太
夫
、
前
舟
橋
後
藤
源
八
郎
」
と
記
さ

れ
た
免
許
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
太
夫
も
仙
台
で
開
祖
武
兵
衛
か
ら

伝
授
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
後
藤
源
八
郎
は
辺
室
山

の
柴
田
文
祐
勝
春
と
千
葉
儀
右
衛
門
に
伝
授
し
、
両
名
は
そ
れ
ぞ
れ

柴
田
文
策
・
文
治
と
袋
地
亮
治
に
こ
れ
を
伝
え
、
柴
田
文
治
と
袋

地
亮
治
よ
り
伝
授
を
受
け
た
筆
者
の
師
柴
田
（
千
葉
）
茂
が
平
成

二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
逝
去
さ
れ
る
ま
で
の
約
二
百
六
十
年
間
、

登
米
で
伝
承
さ
れ
ま
し
た
（
図
８
）
。

　

柴
田
文
祐
勝
春
は
百
有
余
人
の
弟
子
を
持
ち
、
そ
の
実
力
と
名
声

が
認
め
ら
れ
て
水
沢
県
（
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
現
宮
城
県
北

部
か
ら
岩
手
県
南
部
の
北
上
川
流
域
が
水
沢
県
と
な
り
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
県
庁
を
登
米
に
置
く
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

県
庁
を
一
関
に
移
し
磐
井
県
に
改
称
。
）
の
番
人
頭
に
任
命
さ
れ
、

丸
中
奥
で
養
育
さ
れ
て
い
た
吉
村
公
八
男
政
五
郎
が
九
代
を
継
ぎ
、

式
部
村
良
と
称
し
ま
し
た
。

西
法
院
武
安
流
武
者
捕
の
伝
承

　

こ
の
時
の
仙
台
藩
茶
道
頭
は
、
四
世
清
水
道
簡
（
一
七
一
六
～

一
七
八
三
）
で
す
。
仙
台
城
残
月
亭
や
二
の
丸
で
、
吉
村
公
の
五
男

幸
五
郎
、
八
男
政
五
郎
も
四
世
道
簡
か
ら
茶
道
の
指
南
を
受
け
て
い

た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
す
。

　

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
か
ら
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
ま
で
の

十
年
間
、
登
米
伊
達
家
当
主
式
部
村
勝
は
仙
台
城
内
の
屋
敷
に
居
り

ま
し
た
。
家
中
の
清
野
治
太
夫
紀
郷
も
そ
の
側
に
仕
え
、
そ
の
間
に

仙
府
（
仙
台
城
下
）
で
松
浦
（
大
内
）
武
兵
衛
武
安
よ
り
西
法
院
武

安
流
武
者
捕
の
教
え
を
受
け
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
遂
に
奥
義

悉
く
伝
授
さ
れ
、
登
米
に
伝
え
ま
し
た
。
治
太
夫
は
馬
上
通
の
身
分

で
あ
り
、
石
州
流
清
水
派
の
茶
道
も
稽
古
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
西
法
院
武
安
流
武
者
捕
の
開
祖
松
浦
（
大
内
）
武
兵
衛
武

安
に
つ
い
て
、『
仙
台
人
名
大
辞
典
』
に
は
「
マ
ツ
ウ
ラ
ブ
ヘ
エ
【
松

浦
武
兵
衛
】
武
藝
家
。
藩
の
大
番
組
、
村
田
太
郎
右
衛
門
重
家
よ
り

傳
へ
た
る
西
法
院
武
安
流
武
者
取
柔
術
の
奥
秘
を
得
、
門
人
頗
る
多

し
、
天
明
頃
の
人
な
り
。
」
と
あ
り
ま
す
が
、
天
明
（
一
七
八
一
～
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図
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．
登
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果
を
学
術
誌
『
茶
の
湯
文
化
学
』
三
十
七
号
に
掲
載
さ
れ
、
ま
た
そ

の
概
略
を
『
関
』
で
も
分
か
り
易
く
紹
介
さ
れ
る
予
定
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

筆
者
も
、
林
子
平
先
生
の
「
武
士
は
武
芸
に
精
を
入
れ
て
兼
て
少

し
く
天
文
地
理
を
知
り
亦
少
し
く
茶
の
湯
と
猿
楽
（
能
楽
）
と
を
知

る
べ
し
」
と
い
う
教
え
を
実
践
し
、
現
地
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
天
文

地
理
を
知
り
、
「
武
芸
」
は
仙
台
藩
登
米
領
伝
承
の
西
法
院
武
安
流

武
者
捕
、
「
茶
の
湯
」
は
仙
台
藩
茶
道
頭
の
手
数
を
伝
え
る
石
州
流

清
水
派
、「
猿
楽
（
能
楽
）
」
は
仙
台
藩
乱
舞
方
佐
藤
家
の
喜
多
流
を
、

仙
台
藩
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
伊
達
文
化
を
現
在
に
伝
え
る
心
の
月
と
し

て
、
来
し
方
行
く
末
い
づ
く
ぞ
と
問
い
乍
ら
、
稽
古
と
伝
承
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

参
考
文
献
（
五
十
音
順
）

『
壱
岐
島
史
年
表
』　

山
本
隆
夫
編　

壱
岐
文
化
社

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
十
一
年
）

『
奥
の
細
道　

他
四
編
』　

麻
生
磯
次
訳
注　

旺
文
社
文
庫

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』　

十
世
大
泉
道
鑑

一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
十
五
年
）

ま
た
、
千
葉
道
場
を
継
い
だ
袋
地
亮
治
は
門
弟
百
余
を
数
え
る
な
ど
、

西
法
院
武
安
流
武
者
捕
は
登
米
を
中
心
に
隆
盛
を
誇
り
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
、
筆
者
は
伝
承
二
百
七
十
周
年
を
記
念

し
て
、
柔
術
の
弟
子
の
土
屋
悠
太
郎
君
を
伴
い
登
米
を
訪
れ
、
柴
田

文
祐
勝
春
翁
顕
彰
碑
で
あ
る
長
谷
寺
の
柴
田
壽
域
記
と
、
登
米
神
社

の
袋
地
亮
治
翁
之
碑
の
前
で
、
流
儀
の
先
師
に
対
し
七
ツ
蜻
蛉
の
演

武
を
奉
納
し
ま
し
た
。
石
州
流
清
水
派
の
茶
道
と
と
も
に
、
西
法
院

武
安
流
武
者
捕
の
柔
術
も
伝
承
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
と
め

　

常
在
戦
場
を
旨
と
す
る
武
士
が
、
城
内
に
設
営
し
た
施
設
に
、
軍

事
用
の
役
割
を
持
た
せ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
武
家
茶
道
で
あ
る

石
州
流
清
水
派
の
茶
室
仙
台
城
残
月
亭
に
、軍
用
の
節
の
役
割
に
「
物

見
」
「
水
の
手
」
「
退
き
口
」
の
三
つ
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
、
資
料

を
読
む
だ
け
で
な
く
、
仙
台
市
内
、
宮
床
、
登
米
に
足
を
運
び
、
本

論
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
石
州
流
清
水
派
の
茶
庭
及
び
茶
室
に
つ
い
て
は
、
茶
道
頭

の
継
承
者
で
あ
る
宗
家
十
一
世
大
泉
道
鑑
師
が
十
八
冊
か
ら
な
る

『
動
閑
茶
湯
書
』
の
う
ち
、
昨
年
の
茶
庭
に
関
す
る
『
露
地
之
書
』

に
続
き
、
茶
室
に
関
す
る
『
茅
葺
數
竒
屋
寸
法
』
の
解
読
研
究
の
成
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茶
の
湯
文
化
学
会　

二
〇
二
二
年
（
令
和
四
年
）

『
林
子
平
先
生
伝
』　

齋
藤
竹
堂　

伊
勢
安
書
店

一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
年
）

『
林
子
平
そ
の
人
と
思
想
』　

平
重
道　

宝
文
堂

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
十
二
年
）

『
政
宗
の
黄
金
の
城
（
ま
ち
）
』　

首
藤
尚
丈　

プ
レ
ス
ア
ー
ト

一
九
九
六
年
（
平
成
八
年
）

『
大
和
俗
訓
』　

貝
原
益
軒
著
・
秋
月
謙
一
写
本
校
注　

好
古
書
院

二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
年
）

『
留
魂
録
』　

吉
田
松
陰
著
・
秋
月
謙
一
編
著　

好
古
書
院

二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
年
）

顕
彰
碑
『
柴
田
壽
域
記
』　

千
葉
庄
左
衛
門

一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
年
）

顕
彰
碑
『
袋
地
亮
治
翁
之
碑
』　

弟
子
一
同　

一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
年
）

史
跡
標
柱
『
郷
六
御
殿
跡
』　

仙
台
市
教
育
委
員
会

史
跡
標
柱
『
郷
六
城
跡
』　

仙
台
市
教
育
委
員
会

新
聞
記
事
『
着
物
・
雪
駄
で
一
〇
〇
〇
㌔
完
歩
』　

朝
日
新
聞
神
奈
川
版

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
十
月
五
日

新
聞
記
事
『
さ
よ
う
な
ら
「
お
侍
さ
ん
」
』　

熊
本
日
日
新
聞

『
柔
術
西
法
院
武
安
流
武
者
捕
』　

柴
田
茂

二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
十
一
年
）

『
春
耕
曾
良
を
尋
ね
て
（
一
二
九
）
幕
府
巡
見
使
の
御
用
人
と
し
て
九
州
へ
』

通
巻
四
九
〇
号　

乾
佐
知
子　

二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）

『
上
洛
日
記
』　

秋
月
謙
一　

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）

『
関
』
三
十
一
号　

御
供
真
人　

全
日
本
石
州
流
茶
道
協
会

二
〇
二
一
年
（
令
和
三
年
）

『
仙
台
市
史
通
史
編
５
〔
近
世
３
〕
』　

仙
台
市

二
〇
〇
四
年
（
平
成
十
六
年
）

『
仙
台
市
史
特
別
編
７
城
館
』　

仙
台
市

二
〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
年
）

『
仙
台
城
二
の
丸
と
川
内
武
家
屋
敷
地
―
東
北
大
学
川
内
キ
ャ
ン
パ

ス
の
歴
史
遺
産
―
』　

東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
二
一
年
（
令
和
三
年
）

『
仙
台
人
名
大
辞
典
』　

菊
田
定
郷　

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）

『
仙
台
領
に
生
き
る　

郷
土
の
偉
人
傳
Ⅱ
』　

古
田
義
弘　

本
の
森

二
〇
二
一
年
（
令
和
三
年
）

『
伊
達
家
治
家
記
録
』　

宝
文
堂

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
～
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
十
七
年
）

『
茶
の
湯
文
化
学
』
三
十
七
号　

十
世
大
泉
道
鑑
・
十
一
世
大
泉
道
鑑
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二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
四
月
二
十
八
日

新
聞
記
事
『
名
称
は
「
仙
臺
緑
彩
館
」　

仙
台
・
青
葉
山
公
園
セ
ン

タ
ー
、
23
年
４
月
26
日
開
館
』　

河
北
新
報

二
〇
二
一
年
（
令
和
三
年
）
十
二
月
十
四
日

説
明
板
『
残
月
亭
跡
』　

東
北
大
学
植
物
園

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）

説
明
板
『
清
野
家
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
』
登
米
市
教
育
委
員
会

二
〇
一
八
年
（
平
成
三
十
年
）

説
明
板
『
林
子
平
ゆ
か
り
の
地
』　

仙
台
市
教
育
委
員
会

二
〇
一
八
年
（
平
成
三
十
年
）

展
示
資
料
『
登
米
伊
達
氏
』　

教
育
資
料
館
旧
登
米
高
等
尋
常
小
学
校

展
示
資
料
『
宮
床
の
伊
達
様
』　

宮
床
宝
蔵

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
河
合
曾
良
の
終
焉
地
』　

壱
岐
市
立
一
支
国
博
物
館

『清野家のシダレザクラ』説明版より
元禄年間（1688～1704）に植えられたと推定され、清野治太夫が西法院武安流武者捕を
登米に伝えた寛延四年（1751）と変わらず咲き続ける清野家屋敷の枝垂れ桜


